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池
内　

「
生
保
患
者
を
食

い
物
に
し
て
い
る
」な
ど
と
、

医
療
機
関
を
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

と
同
列
視
す
る
よ
う
な
由
々

し
き
風
潮
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

高
本　

大
阪
市
は
今
回
の

西
成
特
区
構
想
に
あ
た
り
、

「
医
療
扶
助
を
狙
っ
て
不
適

切
な
診
療
を
繰
り
返
す
医
療

機
関
を
排
除
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
扶

助
に
つ
い
て
大
阪
市
が
医
療

機
関
・
被
保
護
者
に
対
し
て

一
昨
年
末
に
実
施
し
た
調
査

で
は
、
特
に
医
療
費
請
求
額

が
多
い
と
さ
れ
た
事
例
で
も

「
い
ず
れ
も
上
限
近
く
と
は

い
え
国
の
診
療
報
酬
基
準

し
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

正
社
員
が
勤
労
者
の
大
半
を

占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
社

会
保
険
の
拡
充
に
よ
り
生
活

保
護
率
は
７
・
０
‰
（
95

年
）
に
激
減
し
ま
し
た
。

い
時
期
は
、
生
活

保
護
の
比
重
が
23

・
８
‰
（
１
９
５

２
年
）
と
極
端
に

高
く
な
っ
て
い
ま

　

今
回
の
生
活
保
護
の
対
す

る
大
阪
市
及
び
西
成
区
の
方

針
に
つ
い
て
、
核
心
を
突
く

議
論
が
兵
庫
保
険
医
新
聞

（
４
月
25
日
付
）
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、

大
阪
市
や
西
成
区
の
問
題
で

は
な
く
、
制
度
的
に
は
社
会

保
障
・
公
的
医
療
の
問
題
で

あ
り
、
地
域
的
に
も
大
阪

府
、
さ
ら
に
は
全
国
規
模
で

の
問
題
で
す
。

　

日
本
の
社
会
保
障
の
仕
組

み
は
、
社
会
保
険
制
度
が
中

心
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

前
提
に
設
け
ら
れ
、
生
活
保

護
な
ど
の
公
的
扶
助
が
補
完

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
未

整
備
で
あ
っ
た
戦
後
間
も
な

ー
で
き
な
い
勤
労
者
が
大
量

に
増
え
ま
し
た
。
リ
ス
ト
ラ

や
〝
派
遣
切
り
〞
で
、
仕
事

だ
け
で
な
く
、〝
住
ま
い
〞

を
失
う
国
民
が
増
加
し
、
こ

れ
を
反
映
し
て
、
生
活
保
護

す
。
そ
の
中
に
は
、
高
校
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
申
告
漏
れ

も
含
ま
れ
て
お
り
、
悪
質
な

不
正
受
給
は
本
文
の
通
り
稀

（
ま
れ
）
な
ケ
ー
ス
で
す
。

悪
質
な
不
正
受
給
や
貧
困
ビ

　

し
か
し
、
小
泉
「
構
造
改

革
」
に
よ
る
規
制
緩
和
で
、

派
遣
労
働
者
な
ど
の
非
正
規

社
員
が
急
増
。
厚
生
年
金
や

健
康
保
険
に
加
入
で
き
ず
、

皆
保
険
・
皆
年
金
と
言
わ
れ

た
日
本
の
社
会
保
険
で
カ
バ

率
は
２
０
１
０
年
に
は
15
・

２
‰
と
な
り
、
さ
ら
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
、
生

活
保
護
の
不
正
受
給
や
不
必

要
受
診
が
蔓
延
し
て
い
る
よ

う
な
報
道
が
多
く
見
ら
れ
ま

用
者
の
８
割
は
医
療
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
生
き
る
た

め
に
、
ま
た
自
立
へ
の
第
一

歩
と
し
て
、
保
護
利
用
者
に

と
っ
て
病
気
の
治
療
は
優
先

課
題
で
す
。
医
療
機
関
へ
の

ジ
ネ
ス
に
は
厳
正
に
対
処
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
無
理
な
削

減
な
ど
に
よ
る
行
政
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
開
始
理
由
の
３

〜
４
割
は
病
気
で
、
保
護
利

医
療
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら

覆
す
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
市
の
方
針
は
、

「
大
阪
都
構
想
」
に
よ
る
市

内
９
特
別
区
を
実
現
す
る
上

で
、
西
成
区
で
は
生
活
保
護

受
給
者
数
が
多
い
こ
と
が
ネ

ッ
ク
と
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

14
年
に
実
施
す
る
と
さ
れ
て

い
る
大
阪
市
解
体
・
９
特
別

区
で
は
、
各
特
別
区
が
公
的

扶
助
を
実
施
す
る
主
体
に
な

り
ま
す
。
西
成
区
の
合
区
に

支
障
を
き
た
す
も
の
を
排
除

す
る
処
置
と
し
て
、
こ
の
方

針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
に
つ
い
て
、
西
成
区
は

「
個
々
人
の
レ
ベ
ル
で
把
握

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。
大
阪
市
と
し
て
も
レ

セ
プ
ト
病
名
に
よ
る
重
複
受

診
件
数
を
把
握
し
て
い
ま

す
。

　

医
療
機
関
は
従
前
か
ら
、

他
の
レ
セ
プ
ト
と
同
様
に
生

活
保
護
も
基
金
で
の
審
査
、

保
険
者
で
あ
る
大
阪
市
の
点

検
を
受
け
て
お
り
、
必
要
な

場
合
は
行
政
手
続
き
が
可
能

で
す
。
こ
と
さ
ら
、
西
成
区

内
の
生
活
保
護
者
の
み
、
大

阪
市
内
の
医
療
機
関
の
み
を

強
権
的
に
特
別
扱
い
す
る
こ

と
は
筋
違
い
で
あ
り
、
公
的

　

池
内　

む
し
ろ
日
本
の
生

保
は
、
低
い
保
護
率
こ
そ
が

問
題
で
す
。
２
０
１
２
年
１

月
時
点
の
生
保
利
用
者
数
は

全
国
で
２
０
９
万
人
、
保
護

率
（
保
護
利
用
者
数
の
人
口

比
）
は
１
・
６
％
で
す
が
、

貧
困
率
は
16
％
（
09
年
時

点
）
で
あ
り
、
10
分
の
１
し

か
捕
捉
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

諸
外
国
と
比
較
し
て
も
、
日

　

大
阪
市
は
４
月
18
日
、
戦

略
会
議
で
12
年
度
の
「
市
政

運
営
の
基
本
方
針
」
を
決
定

し
た
。
医
療
・
福
祉
施
策
を

大
幅
に
削
減
す
る
「
グ
レ
ー

ト
・
リ
セ
ッ
ト
」
を
柱
に
、

「
聖
域
な
き
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の

見
直
し
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
方
針
に
据
え
た
。

　
「
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト
」

の
内
容
は
、
４
月
５
日
に
公

表
し
た
「
施
策
・
事
業
の
見

直
し
（
試
案
）」
に
示
さ
れ

て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
料

り
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う

な
受
給
者
像
が
焼
き
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
私
も

大
変
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
調

内
」
と
な
っ
て
お
り
、「
訪

問
診
療
回
数
や
治
療
方
法
な

ど
は
医
師
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
お
り
、
不
適
正
な
診
療

行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は

判
断
で
き
な
い
」
と
結
論
づ

け
て
い
る
の
で
す
。

　

池
内　

貧
困
が
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
公
衆
衛

生
の
常
識
で
、
一
般
の
患
者

よ
り
生
保
患
者
の
受
診
回
数

が
多
い
の
も
当
然
で
す
。
結

核
罹
患
率
も
高
い
。
き
ち
ん

と
病
気
を
治
療
し
て
貧
困
と

の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と

は
、
憲
法
第
25
条
が
う
た
う

生
存
権
の
具
体
化
で
あ
る
、

医
療
扶
助
の
使
命
で
す
。
仮

本
の
生
活
保
護
率
、
捕
捉
率

は
極
め
て
低
い
の
で
す
。

　

保
護
を
希
望
す
る
人
に
申

請
さ
せ
な
い
「
水
際
作
戦
」

や
、
保
護
を
受
け
る
こ
と
に

対
す
る
負
い
目
、
ス
テ
ィ
グ

マ
を
植
え
付
け
る
社
会
的
風

潮
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
保

護
を
受
け
な
い
こ
と
を
誇
り

に
し
て
生
保
水
準
以
下
の
生

活
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

の
独
自
減
免
廃
止
や
、
敬
老

パ
ス
の
有
料
化
、
歯
周
疾
患

検
診
の
廃
止
な
ど
、
全
世
代

に
負
担
を
押
し
付
け
る
計
画

で
、
多
く
の
市
民
か
ら
批
判

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

方
針
の
主
な
政
策
課
題
で

は
、
生
活
保
護
を
「
現
状
を

打
ち
破
る
取
り
組
み
」
に
位

置
付
け
た
。「
不
正
の
徹
底

排
除
」
と
し
て
、「
不
正
受

給
や
医
療
扶
助
の
適
正
化
に

向
け
、
各
区
に
警
察
官
Ｏ
Ｂ

を
含
む
チ
ー
ム
を
設
置
す
る

査
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
９
年

度
の
不
正
受
給
は
生
保
受
給

者
全
体
の
う
ち
１
・
54
％
、

金
額
で
は
０
・
33
％
で
す
。

一
部
の
例
外
を
強
調
し
て
あ

に
診
療
報
酬
で
認
め
ら
れ
な

い
過
剰
請
求
や
不
正
請
求
が

る
の
が
、
残
念
な
が
ら
日
本

の
現
状
で
す
。

　

高
本　

受
給
者
は
落
ち
こ

ぼ
れ
意
識
が
強
く
、
社
会
的

に
縮
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。
就

労
や
生
活
、
子
育
て
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
の
人

権
・
生
存
権
を
守
る
た
め
に

も
生
保
を
積
極
的
に
活
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
増
や

な
ど
、
徹
底
し
た
対
策
を
講

じ
る
」
と
明
記
し
た
。

　

同
市
は
こ
の
間
、
医
療
扶

助
費
の
「
不
正
」
を
前
提

に
、
実
態
調
査
を
続
け
て
き

た
。
昨
年
の
中
間
報
告
で

は
、「
不
適
正
な
診
療
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
判

断
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

説
明
す
る
な
ど
、
問
題
は
な

か
っ
た
。
方
針
で
改
め
て

「
医
療
扶
助
の
適
正
化
」を
盛

り
込
ん
だ
こ
と
で
、
医
療
機

関
へ
の
指
導
強
化
や
生
活
保

護
患
者
の
受
診
制
限
な
ど
、

生
活
保
護
費
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
姿
勢
を
鮮

明
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

た
か
も
全
体
で
あ
る
か
の
よ

う
に
描
き
、
圧
倒
的
大
多
数

で
あ
る
生
活
困
窮
者
の
実
態

を
隠
蔽
す
る
よ
う
な
議
論
は

看
過
で
き
ま
せ
ん
。

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ

ま
で
通
り
個
別
に
行
政
が
指

導
す
れ
ば
よ
い
話
で
す
。

　

郷
地　

生
保
は
「
暴
力
団

の
資
金
源
」
や
「
貧
困
ビ
ジ

ネ
ス
の
温
床
」
な
ど
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
暴

力
団
・
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
業
者

の
側
が
加
害
者
で
、
受
給
者

は
食
い
物
に
さ
れ
る
側
の
被

害
者
な
の
で
す
。
行
き
場
を

な
く
し
生
活
で
き
な
く
な
っ

し
て
、
受
給
者
に
対
し
て
懇

切
丁
寧
に
生
活
や
就
労
の
相

談
に
乗
っ
て
い
く
の
が
正
し

い
方
向
で
す
。

　

郷
地　

医
療
扶
助
の
「
適

正
化
」
は
国
も
推
し
進
め
て

い
る
こ
と
で
、
今
で
も
ま
っ

た
く
不
当
な
理
由
で
多
く
の

生
保
患
者
の
レ
セ
プ
ト
が
減

点
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
生

保
の
次
に
減
点
が
多
い
の
が

た
受
給
者
を
守
る
た
め
に
、

悪
質
な
不
正
や
犯
罪
は
現
行

法
で
き
っ
ち
り
と
取
り
締
ま

る
べ
き
で
す
。
被
害
者
で
あ

る
受
給
者
側
の
権
利
を
侵
害

す
る
な
ど
、本
末
転
倒
で
す
。

　

高
本　

そ
う
で
す
ね
。
話

を
飛
躍
さ
せ
て
問
題
を
す
り

か
え
、
受
給
者
の
人
権
侵
害

に
走
る
橋
下
市
長
独
特
の
手

法
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

老
人
の
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
社

会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
り
、

声
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
人

た
ち
を
狙
っ
て
、
国
は
医
療

費
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。
大
阪
市
は
、
そ

の
先
兵
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
許
せ
ば
生
保
受
給

者
か
ら
高
齢
者
へ
、
そ
し
て

次
の
弱
者
へ
と
矛
先
が
向
か

生
活
保
護
削
減
を
強
化

「
基
本
方
針
」を
策
定

大阪市

「
不
適
正
診
療
な
い
」市
も

「
不
適
正
診
療
な
い
」市
も

調
査
で
認
め
る

調
査
で
認
め
る

弱
者
切
り
捨
て
の
社
会

弱
者
切
り
捨
て
の
社
会

作
ら
せ
な
い

作
ら
せ
な
い

兵
庫
保
険
医
新
聞
の
転
載
に
あ
た
っ
て

理
事
長　

小
澤　

力

っ
て
い
き
、
結
局
、
社
会
保

障
全
体
の
改
悪
に
拡
大
さ
れ

て
い
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

高
本　

わ
れ
わ
れ
医
師

は
、
自
分
た
ち
の
診
療
に
誇

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

協
会
と
し
て
は
、
地
域
医
療

を
否
定
す
る
よ
う
な
強
権
的

な
政
治
に
対
す
る
、
現
場
の

先
生
た
ち
の
立
ち
上
が
り
と

運
動
を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

橋
下
市
長
は
、「
構
造
改

革
」
路
線
を
進
め
た
小
泉
元

首
相
で
も
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
、
独
自
の
強
権
的
政
治

手
法
に
よ
っ
て
急
進
的
に
実

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
先
生
方
に
「
西
成
特

区
構
想
」
の
危
険
性
を
広
く

伝
え
、
先
生
方
と
共
に
市
民

に
訴
え
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

　

池
内　

大
阪
市
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
日
本
の
医
療

・
社
会
保
障
の
進
路
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
協
会
と

し
て
も
最
大
限
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
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医療機関等登録証の裏面の注意書き

医療機関等登録証について

受診の注意

大阪市資料から作成

１） 西成区では、医療の適正な利用のため、被保護者が受診
する医療機関の登録制を実施しております。登録されて
いる医療機関には医療要否意見書により医療券を送付い
たします。

２） 同一傷病で重複受診し、過剰な検査・薬剤を処方される
ことを未然に防ぐため、１診療科は基本１医療機関の登
録とさせていただきます。

３） 主治医の判断で、専門医への受診・検査等が必要な場合
には、紹介状を受け取り、担当ケースワーカーへ相談し
てください。

４） 薬剤については、登録薬局での一元管理をお願いしま
す。院内処方される場合は、お薬手帳を、活用してくだ
さい。

５） この登録証は、保険証ではありません。受診する時は、
医療券・医療要否意見書が必要です。

６） 医療機関等の登録のない場合は、担当ケースワーカーに
相談してください。

１） 新たに医療機関を受診するときは、事前に担当ケースワ
ーカーに相談してください。

２）お薬は、必ず登録した薬局でもらってください。
３） 医療機関を受診、又は薬局で調剤を受けようとするとき
は、登録証を提示しましょう。

４） 主治医の指示で、検査等のため他の医療機関を受診する
場合は、紹介状をもらい、担当ケースワーカーに提示し
てください。

５） 登録内容を変更したいときは、担当ケースワーカーに相
談してください。

６） 保護が廃止や停止になった時は、速やかに保健福祉セン
ターに返却してください。

７） その他、わからないことがあれば保健福祉センターにお
尋ねください。


